
新
株
の
額
面
発
行
と
時
価
発
行

第四十五巻

も
宅

一橋論叢

新
株
(
額
面
株
式
)
を
有
償
発
行
す
る
と
き
に
、
額
面
発
行
に
よ

る
の
と
、
時
価
発
行
に
よ
る
の
と
で
は
、
発
行
会
社
の
立
場
か
ら

見
て
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
か
。
ま
た
、
現
在
株
主
の
立
場
か

ら
見
る
と
き
に
は
ど
う
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
理
論
的
に
考
え
て
み

よ
う
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

こ
こ
で
時
価
発
行
と
い
う
の
は
、
時
価
と
ま
っ
た
く
等
し
い
価
格

で
発
行
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
新
株
の
完
全
消
化
を
確
実
に
す
る

た
め
に
時
価
よ
り
も
や
や
低
い
価
格
で
発
行
す
る
場
合
を
さ
し
て

い
る
。と
こ
ろ
で
、
新
株
(
額
面
株
式
)
の
有
償
発
行
の
方
法
と
し
て

は
、
同
じ
額
面
発
行
で
あ
っ
て
も
、
株
主
割
当
・
額
面
発
行
と
第

三
者
割
当
・
額
面
発
行
の
別
が
あ
り
、
ま
た
時
価
発
行
と
い
っ
て

-'" 

木

村

増
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も
、
株
主
割
当
・
時
価
発
行
、
第
三
者
割
当
・
時
価
発
行
、
公
募

発
行
?
}
れ
は
つ
ね
に
時
価
発
行
で
あ
る
)
お
よ
び
縁
故
募
集
(
こ
れ

も
同
様
)
の
四
つ
の
方
法
が
区
別
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
す
べ
て
の
場
合
に
つ
い
て
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
第
三
者
割
当
・
時
価
発
行
、
公
募
発
行

お
よ
び
縁
故
募
集
の
三
つ
は
、
い
ま
の
問
題
に
と
っ
て
は
何
の
相

違
も
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
「
公
募
発
行
」
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を

代
表
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
比
較
さ
れ
る

べ
き
新
株
有
償
発
行
の
方
法
は
、

(

A

)

株
主
割
当
・
額
面
発
行

(

B

)

第
三
者
割
当
・
額
面
発
行

(

C

)

株
主
割
当
・
時
価
発
行

(

D

)

公
募
発
行
(
時
価
発
行
)

の
四
づ
と
な
る
。

〆
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凶

行
引
一
発
明
十
時

、
ム
』

都
行
ザ
発面

v

額
?
の
川
株

F

新、‘，nヲ
噌

Af
且、、

な
お
、

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
比
較

が
意
味
を
持
つ
の
は
、
も
し
も
望
む
な
ら
ば
新
株
を
額
面
超
過
金

っ
き
で
公
募
で
き
る
よ
う
な
場
合
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
以

下
の
考
察
で
は
そ
の
よ
う
な
揚
合
を
前
提
に
し
て
い
る
。

は
じ
め
に
、
現
在
株
主
の
立
場
か
ら
、
各
種
の
新
株
発
行
方
法

が
ど
の
よ
う
な
相
違
を
も
た
ら
す
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

(

A

)

株
主
割
当
・
額
面
発
行

い
ま
、
あ
る
会
社
が
近
い
将
来
に
「
一
対
叫
」
の
株
主
割
当
・

額
面
発
行
|
|
す
な
わ
ち
、
一
定
期
日
に
お
け
る
株
主
に
対
し
て

そ
の
所
有
株
式
一
株
に
つ
き
新
株
式
π
株
の
割
合
で
額
面
に
よ
る

新
株
引
受
権
を
与
え
て
新
株
を
発
行
す
る

l
ー
を
お
こ
な
う
こ
と

を
決
定
し
、
現
在
時
点
は
そ
の
割
当
期
日
以
前
で
あ
る
と
す
る
。

現
在
株
主
ゅ
う
ち
か
ら
任
意
の
一
人
を
と
り
、
新
株
発
行
後
の
一

株
に
対
す
る
彼
の
評
価
を
W
で
表
わ
す
。
単
純
化
の
た
め
、
以
下

に
お
い
て
は
、
新
株
発
行
期
日
か
ら
現
在
時
点
に
い
た
る
ま
で
の

評
価
上
の
時
間
割
引
と
い
う
点
を
考
慮
外
に
お
く
こ
と
に
す
る

(
本
稿
の
問
題
に
と
っ
て
は
こ
の
点
は
議
論
の
本
筋
に
関
係
が
な
い
)
。
そ

う
す
る
と
、
現
在
の
一
株
(
権
利
っ
き
)
に
対
す
る
彼
の
評
価
乃
は

J ， -〆〆k
::..~ .l;埠雀晶泌

次
式
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
、
F
は
一
株
の
額
面
金
額
を
一
示

し
、
し
た
が
っ
て
げ
は
現
在
の
一
株
当
り
の
割
当
新
株
払
込
金
額

を
示
す
。

(

H
〉

て
h
H
Q
+坦
)
司

i
p『

}
の
式
を
変
形
す
れ
ば
、

〈

N

)

て
h
十
詩
、

H+ロ

引で
H

と
な
る
が
、
評
価
が
お
こ
な
わ
れ
る
順
序
と
し
て
は
、
は
じ
め
に

W
が
評
価
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
む
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た

だ
、
こ
の

ω式
は
、
現
在
の
一
株
の
市
場
価
格
ぬ
(
一
対
η
の
株
主

割
当
・
額
面
発
行
を
織
り
込
ん
で
い
る
も
の
と
す
る
)
か
ら
、
そ
こ
に

合
意
さ
れ
て
い
る
新
株
発
行
後
ゆ
一
株
の
予
想
市
場
価
格
町
を
導

き
出
す
と
き
に
、
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

(

い

)

』

h
h
+

言、
H+= 

N
u
h
f
H
 

た
と
え
ば
、
額
面
五

O
円
、
現
在
の
市
場
価
格
一

O
O円
で
、
現

在
の
一
株
に
割
り
当
て
ら
れ
る
新
株
数
が
一
株
な
ら
ば
、
現
在
の

市
場
価
格
の
う
ち
に
合
意
さ
れ
て
い
る
新
株
発
行
後
の
一
株
の
予

想
市
場
価
格
は
七
五
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(

B

)

第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
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第四十五巻

第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
に
お
い
て
、
現
在
株
数
に
対
す
る
新

株
発
行
株
数
の
割
合
が
況
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
と
、
一
対

n
の

株
主
割
当
・
額
面
発
行
の
場
合
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
増
加
す

る
株
数
、
資
本
金
お
よ
び
自
己
資
本
は
、
こ
の
二
つ
の
場
合
に
相

違
が
な
い
か
ら
、
新
株
発
行
後
の
一
株
に
対
す
る
同
一
人
の
評
価

は
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
等
し
い
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
株
主
が
そ
れ

を
W
と
評
価
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
が

お
こ
な
わ
れ
る
場
合
の
現
在
の
一
株
に
対
す
る
彼
の
評
価
h
は
次

式
の
よ
う
に
な
る
。

(

ω

)

て
』

H
号、

こ
れ
を
、
一
対
叫
の
株
主
割
当
・
額
面
発
行
が
お
こ
な
わ
れ
る

場
合
の
現
在
の
一
株
の
評
価

て
h
H
Q
+
3
)
司
|
詩
句

一橋論叢

H
司
十
詰
(
司
l
h
u

と
比
較
し
て
み
る
と
、
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
情
況
の
も
と
で
は

W
は
額
面
F
よ
り
も
大
で
あ
る
か
ら
、
乃
は
W
よ
り
も
大
き
く
、

し
た
が
っ
て

h
よ
り
も
大
き
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
在

株
主
の
立
場
か
ら
い
っ
て
、
第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
が
お
こ
な

わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
分
を
現
在
株
主
に
割
り
当
て
て
も
ら
う
場

合
よ
り
も
不
利
と
な
る
。
そ
の
不
利
益
は
、
現
在
の
一
株
当
り

4・K

て
』
|
て
回
目

H
S
(
司
l
M可
)

で
あ
り
、
現
在
株
主
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
割
当
を
受
け
る
第
三

者
に
そ
の
分
だ
け
割
譲
し
た
こ
と
に
な
る
。

第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
織
り
込
ん

で
成
立
し
て
い
る
現
在
の
一
株
の
市
場
価
格
を
h
と
す
れ
ば
、
そ

こ
に
合
意
さ
れ
て
い
る
新
株
発
行
後
の
一
株
の
予
想
市
場
価
格
h

は
こ
の
均
に
等
し
い
。

(

#

)

M

U

国
勢

H
R国

い
ま
比
較
し
て
い
る
情
況
に
お
い
て
は
ゐ
と
ん
は
等
し
く
、
そ
し

て
F
よ
り
も
大
で
あ
る
か
ら
、
ん
す
な
わ
ち

』

P
H
Q
+
ろ
N
u
h骨

-
P『

HNvhu脅
十
事
(
、
ド
プ
l
h
d
)

は
、
均
よ
り
も
大
で
あ
る
。

株
主
割
当
・
額
面
発
行
と
第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
と
を
結
合

し
て
お
こ
な
う
場
合
に
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
現
在
株
数
に
対
す

る
株
主
割
当
新
株
数
の
割
合
を
問
、
同
じ
く
第
三
者
割
当
新
株
数

の
割
合
を
向
と
し
、

3
+
S
H
S
と
す
る
。
新
株
発
行
後
の
一
株
の

評
価
を
W
と
す
れ
ば
、
現
在
の
一
株
の
評
価
h
は
次
式
の
よ
う
に

な
る
。

(
ぃ
、
)

で旬

H
H
G
+
P
)
司
l
p
h
4
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一
対
π
の
株
主
割
当
・
額
面
発
行
の
場
合
の
九
と
比
較

し
て
み
れ
ば
、
九
の
ほ
う
が

て
込
て
回
H
P
N
(
司
l
h
4
)

こ
れ
を
、

だ
け
大
き
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
が

お
こ
な
わ
れ
る
よ
り
は
、
そ
の
分
を
株
主
割
当
・
額
面
発
行
に
ま

わ
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
現
在
株
主
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
場
合
に
は
、
現
在
の
一
株
の
市
場
価
格
が
合
意
す
る
、

新
株
発
行
後
の
一
株
の
予
想
市
場
価
格
は
、

(
A
F
、
)

F
f
b川
畑
、

!
H
+
a
H
 

と
な
る
。
こ
の

h
は
も
ち
ろ
ん
、
一
対
叫
の
株
主
割
当
・
額
面
発

行
の
場
合
の
ぬ
よ
り
も
小
で
あ
る
。

(

C

)

株
主
割
当
・
時
価
発
行

い
ま
、
既
発
行
株
式
数
N

(
一
株
の
額
面
F
)

の
一
会
社
が
、
一

対
叫
の
株
主
割
当
・
額
面
発
行
を
お
こ
な
う
場
合
と
、
こ
れ
と
同

額
の
色
〈
匂
を
株
主
割
当
・
時
価
発
行
に
よ
っ
て
調
達
す
る
場
合

と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
後
者
の
場
合
の
発
行
価
格
を
ん
(
F
プ
ラ

ス
額
面
超
過
金
)
と
す
れ
ば
、
そ
の
新
株
発
行
株
数
は
a
b
q
¥
N
u
q
で

あ
り
、
既
発
行
株
式
一
株
に
対
し
て
割
当
て
ら
れ
る
新
株
の
数
が

i土

" 」ー

(

M

)

 

で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
場
合
、
あ
る
株
主
が
新
株
発
行
後
の
一
株

を
V
と
評
価
し
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば
、
現
在
時
点
(
割
当
期
日
以

前
)
に
お
け
る
一
株
の
評
価
町
は
、
次
式
の
よ
う
に
な
る
。

(

血

)

で

q
H
Q
+
君
、
)
司
、
夫
、
。

こ
れ
と
、
株
主
割
当
・
額
面
発
行
の
場
合
の

てら

H
(
H
+
3
)
事
、
l
語、

君、H司、¥Nuq

と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
君
、
N
u
q
H
司
、
で
あ
る
か
ら
、
問
題
は

(
H
+
言
、
)
刷
、
と
(
H
+
ろ
司
と
で
ど
の
よ
う
な
相
違
が
生
ず
る
か
で

あ
る
。発
行
会
社
に
と
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
場
合
は
等
額
の
自
己
資
本

を
追
加
す
る
も
の
で
あ
り
、
会
社
が
、
会
社
純
益
中
の
配
当
支
出

割
合
に
つ
い
て
こ
の
こ
っ
の
場
合
に
差
別
を
つ
け
な
い
と
す
れ
ば
、

会
社
純
益
の
将
来
に
つ
い
て
も
何
ら
差
異
を
生
じ
な
い
は
ず
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
株
主
割
当
・
額
面
発
行
の
場
合
に
お
け
る
新

株
発
行
後
の
会
+
ろ
株
に
支
払
う
配
当
と
、
株
主
割
当
・
時
価

発
行
の
場
合
に
お
け
る
新
株
発
行
後
の
会
+
言
、
)
株
に
支
払
う
配

当
と
に
は
相
違
が
な
く
、
前
者
の
(
H
+
昌
)
株
の
評
価
と
後
者
の

公
+
誌
、
)
株
の
評
価
と
は
等
し
い
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

会
+
る
司
H
G
十
お
心
司
、
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そ
こ
で
て
h
H
5
と
な
る
か
ら
、
現
在
株
主
の
立
場
か
ら
見
て
、

こ
の
二
つ
の
場
合
に
は
相
違
が
な
い
と
い
う
結
論
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
も
し
も
会
社
が
、
額
面
発
行
の
場
合
の
(

H

+

ろ

株
に
対
す
る
配
当
よ
り
も
時
価
発
行
の
場
合
の
(
同
十
詩
、
)
株
に
対

す
る
配
当
を
少
な
く
す
る
よ
う
な
態
度
を
と
る
と
す
る
な
ら
ば
、

公
十
ろ
君
、

v
o
+言
、
)
司
と
な
り
、
現
在
株
主
に
と
っ
て
時
価
発
行

の
ほ
う
が
不
利
と
な
る
。
同
額
の
自
己
資
本
調
達
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
新
株
発
行
後
の
総
株
数
、
株
式
額
面
総
額
お
よ
び
資
本
金
の

額
は
い
ず
れ
も
時
価
発
行
の
場
合
の
ほ
う
が
少
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
配
当
支
払
総
額
が
等
し
け
れ
ば
、
一
株
当
り
の
配
当
額
、
対

額
面
配
当
率
お
よ
び
対
資
本
金
配
当
率
は
、
い
ず
れ
も
時
価
発
行

の
揚
合
の
ほ
う
が
高
く
な
る
。
会
社
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
が
あ
ま

り
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
お
さ
え
る
と
い
う
態
度
に
出
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
(
時
価
発
行
の
場
合
の
ほ
う
が
配
当
に
つ

い
て
は
じ
め
の
う
ち
は
不
利
で
あ
っ
て
も
、
内
部
留
保
が
多
い
た
め
に
後

に
い
た
っ
て
却
っ
て
有
利
と
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
し
、
さ
ら
に
長
期
間

平
均
し
て
み
て
時
価
発
行
の
配
当
の
ほ
う
が
有
利
と
な
る
こ
と
も
あ
り
う

る
。
し
か
し
後
者
の
可
能
性
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
)

と
こ
ろ
で
、
株
主
割
当
・
時
価
発
行
の
場
合
の
新
株
発
行
価
格

h
が
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
新
株
発
行

-'" 

に
よ
る
資
本
調
達
額
が
一
定
額
Q
に
き
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
反

映
し
て
現
在
の
一
株
(
権
利
っ
き
)
の
市
場
価
格
が
叫
に
な
っ
て
い

る
と
す
る
。
こ
の
叫
に
合
意
さ
れ
て
い
る
、
新
株
発
行
後
の
一
株

の
予
想
市
場
価
格
町
は
、

-
骨
片
足
q
+
G

4
-
d刊
剖
吋

(

吋

)
で
あ
る
。
新
株
発
行
価
格
h
が
、
町
に
対
し
一
定
割
合
b
に
き
め

ら
れ
る
(
た
だ
し
、

F
V
Y
E》
白
骨
〉
吋
)
と
す
れ
ば
、

(

∞

)

 

N
u
q
H
F

ー司、

(

申

)

‘

:

c

c

 

i

l

-

-
同》q
F

H

U

九

で
あ
る
か
ら
、

(
H
C
)
 、
q 

Eミ

同 I~

(
H
H
)
 

tsl(H-3ボ

た
と
え
ば
、
現
在
の
市
場
価
格
的
が
一

O
O
円、

b
が

0
・
九
で
、
現
在
の
一
株
当
り
の
割
当
新
株
払
込
金
額
。
¥
同
が

八

O
円
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
合
意
さ
れ
る
新
株
発
行
後
の
一

株
の
予
想
市
場
価
格
町
は
約
九
一
円
、
新
株
発
行
価
格
h
は
八
二

円
と
な
る
。

b
が
一
に
近
い
ほ
ど
、
ま
た
を
同
が
小
な
る
ほ
ど
、

と
な
る
。
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新
株
発
行
価
格
は
よ
り
高
く
な
り
、
現
在
の
市
場
価
格
に
近
づ
く

こ
と
に
な
る
。

公
募
発
行

(

D

)

 付
公
募
発
行
と
株
主
割
当
・
額
面
発
行
と
の
比
較

既
発
行
株
数
N

(
額
面
F
)
の
会
社
が
、
一
対
冗
の
株
主
割
当
・

額
面
発
行
を
お
こ
な
う
場
合
と
、
こ
れ
と
同
額
の

a図
、
を
公
募

発
行
に
よ
っ
て
調
達
す
る
揚
合
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
公
募
価

格
を
ゐ
と
す
れ
ば
、
公
募
株
数
は
坦
旬
、
¥
N
U
匂
で
あ
り
、
そ
れ
の
既

発
行
株
数
N
に
対
す
る
割
合
を
が
と
す
れ
ば
、

(
H
N
)
 

で
あ
る
。

い
ま
、
あ
る
株
主
が
、
公
募
発
行
後
の
一
株
を
V
と
評
価
し
て

い
る
と
す
る
と
、
現
在
の
一
株
に
対
す
る
彼
の
評
価
而
は
、
こ
の

V
に
等
し
い
。

(
H
ω
)

て
b
H
S
1、、

こ
の
ら
と
、

C
H
Q
+
§
)
明
、
|
誌
、
と
の
ど
ち
ら
が
大
き
い
か
が
、

い
ま
の
問
題
で
あ
る
。
さ
き
の
(

C

)

株
主
割
当
・
時
価
発
行
の

揚
合
と
同
様
に
、

ハH
+
夫
、
)
菊
之
川
川
(
H
+
S
)
咽
可
・

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、

(同十ロミ)司、、
H
(
H
+
ロ)引で

(

P

)

 

と
仮
定
し
て
お
こ
う
。
も
し
も
、
こ
の
仮
定
の
も
と
で
さ
え
ら
が

む
よ
り
も
小
と
な
る
な
ら
ば
、

(
H
+
夫
、
)
司
、
が

(
H
+
昌
)
引
で
よ
り
も

小
さ
い
と
き
に
は
な
お
の
こ
と
そ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で

νは
P
『
¥
N
v
b

で
あ
っ
て
、
公
募
価
格
お
と
と
も
に

決
定
さ
れ
る
。
公
募
価
格
は
次
の
よ
う
に
き
め
ら
れ
る
。
現
在

(
公
募
発
行
以
前
)
の
一
株
の
市
場
価
格
h
が
公
募
の
お
こ
な
わ
れ

る
こ
と
を
見
込
ん
で
成
立
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
合
意
さ

れ
て
い
る
公
募
発
行
後
の
一
株
の
予
想
市
場
価
格
町
は
、
こ
の

h

に
等
し
い
。

(E)
同
》

b
f
H』

P

し
た
が
っ
て
公
募
価
格
は
、

C
3
N
u
b
H
F
H
u
b
f
H
F
』守

に
き
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

(
H
m
)
 

~I も

~j~ 

で
あ
り
、

さ
き
の
仮
定

ωか
ら
、

。+事

)?(H十
品
川
勺
)
司
、
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と
な
る
。
こ
れ
か
ら
次
式
が
導
き
出
さ
れ
る
。

で
h
H
Q
+
ヨ
)
明
、
|
昔
、

H7(l山間
川
l

H

)

言、

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
市
場
価
格
均
の
も
と
で
そ
の
株
式
を
所
有

し
て
い
る
人
々
(
つ
ま
り
現
在
株
主
)
に
と
っ
て
、
そ
の
株
式
に
対

す
る
評
価
(
♂
H
号
、
〉
は
市
場
価
格
均
に
等
し
い
か
、
ま
た
は
均

よ
り
も
大
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

甲司、、
W
』

h
b
V
F
R
b

か
く
し
て
、
乃
は
炉
(
す
な
わ
ち
h
)
よ
り
も
大
で
あ
り
、
現
在
株

主
に
と
っ
て
は
、
公
募
発
行
よ
り
も
、
そ
れ
と
同
額
を
株
主
割

当
・
額
面
発
行
に
よ
っ
て
調
達
し
て
も
ら
う
ほ
う
が
有
利
で
あ

る
。
さ
き
の
仮
定

ωで
は
な
く
、

(
ぴ

)
(
H
+戸
)S1VQ+s、、)司、、

が
当
て
は
ま
る
場
合
に
は
、

c
v
?に
作
l

H

)

言、

で
あ
る
か
ら
、
な
お
の
こ
と
そ
う
で
あ
る
。

同
公
募
発
行
と
株
主
割
当
・
時
価
発
行
と
の
比
較

既
発
行
株
数
N
(
一
株
の
額
面
F
〉
の
会
社
が
、
一
定
額
Q
の
自

4 

己
資
本
を
公
募
発
行
に
よ
り
調
達
す
る
揚
合
と
、
同
額
を
株
主
割

当
・
時
価
発
行
に
よ
り
調
達
す
る
揚
合
と
を
比
較
し
よ
う
。
も

し
、
会
社
純
益
中
の
配
当
支
出
割
合
に
つ
い
て
こ
の
こ
っ
の
場
合

に
相
違
が
な
い
と
す
れ
ば
、
公
募
発
行
の
揚
合
に
お
け
る
新
株
発

行
後
の
会
+
弓
)
株
に
対
す
る
配
当
支
払
額
と
、
株
主
割
当
・
時

価
発
行
の
揚
合
に
お
け
る
新
株
発
行
後
の
会
+
ろ
株
に
対
す
る

配
当
支
払
額
と
は
等
し
い
か
ら
、

。+昌、、)司、、HH(H+ぉ、)司、

(

口

)

(

門

同

)

。
+
=
J
N
u
b長
MHQ+宮、)NV白骨

と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

呂、、同
F

ー
可
b
f
H
G
H
K
H
吾
、
白
骨

だ
か
ら
、昌ミ

ι

可
匂
骨
H
言
、
~
u
t

で
あ
り
、
こ
れ
と
同
か
ら
、

NubruNuqj君、、HHS、

そ
し
て
、
公
募
価
格
ゐ
と
株
主
割
当
・
時
価
発
行
の
場
合
の
発
行

価
格
h
は
等
し
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、

ωか
ら
、

V
と
V
は

等
し
く
な
り
、

で白川H(H十時ペ)-句、
l
夫、口

HQ+昌ミ)}司、、ーlsミー、匂

〆戸
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H君、、、+夫、(君、、、1Hvb)

は
、
♂
H
司
、
よ
り
も
大
き
い
1

1

す
な
わ
ち
、
現
在
株
主
の
立

場
か
ら
見
て
、
公
募
発
行
よ
り
も
、
そ
れ
と
同
額
を
株
主
割
当
・

時
価
発
行
に
ま
わ
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
有
利
と
な
る
。
な
ぜ
な

ら
、
公
募
発
行
を
見
込
ん
だ
現
在
の
一
株
の
市
場
価
格
は
、

た
。
新
株
発
行
後
の
株
数
、
資
本
金
お
よ
び
自
己
資
本
が
等
し
い

の
だ
か
ら
、
将
来
の
会
社
純
益
中
の
配
当
支
出
割
合
に
つ
い
て
差

別
を
つ
け
る
理
由
は
何
も
な
い
わ
け
で
あ
っ
て
、
上
記
の
仮
定
以

外
の
揚
合
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
。

同
公
募
発
行
と
第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
の
比
較

既
発
行
株
数
N
、
新
株
払
込
金
総
額
Q
と
し
て
、
こ
の
二
つ
の

場
合
を
比
較
し
よ
う
。
公
募
株
数
民
、
匂
は
の
¥
N
U
匂
で
あ
り
、
第

三
者
割
当
株
数
言
句
は
冬
、
で
あ
っ
て
、
い
ま
問
題
に
し
て
い

る
情
況
に
お
い
て
は
h
は
額
面
F
よ
り
も
大
で
あ
る
か
ら
、
誌
、
、
~
『

は

P
同
よ
り
も
、

J
W

は
π
よ
り
も
小
で
あ
る
。

も
し
も
、
こ
の
二
つ
の
場
合
で
会
社
純
益
中
の
配
当
支
出
割
合

に
差
が
な
い
と
す
れ
ば
、

。
十
昌
、
、
)
司
、
、
H
Q
十
ヨ
)
明
、

で
あ
る
か
ら
、

一一-----~，-'-'j~ム心

新株の額面発行と時価発行

ミ
b
H
~
u
b
#

で
あ
る
が
、
こ
の
価
格
の
も
と
で
そ
の
株
式
を
所
有
す
る
者
(
ヲ

ま
り
現
在
株
主
)
に
と
ヮ
て
は
ら
す
な
わ
ち
V
は
こ
の
価
格
に
等
し

い
か
、
ま
た
は
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、

引で

=WNub#VF~ub#HHω匂

で
あ
っ
て
、
V
は
ゐ
よ
り
も
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
株
主

割
当
・
時
価
発
行
の
場
合
に
お
け
る
現
在
の
一
株
(
権
利
づ
き
)
の

市
場
価
格
恥
は
、

民

、
口

十

句 I~

十|十
;:ll;:l 

モ

明
、
b
H
明
、
、
H

で
あ
っ
て
、
均
す
な
わ
ち
庁
よ
り
も
大
で
あ
る
。

以
上
は
、
公
募
発
行
の
場
合
と
株
主
割
当
・
時
価
発
行
の
場
合

と
で
、
将
来
の
会
社
純
益
中
の
配
当
支
出
割
合
に
差
異
が
な
い
と

仮
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
、
同
額
の
自
己
資
本
調
達

に
お
い
て
は
発
行
価
格
お
よ
び
発
行
株
数
が
等
し
い
こ
と
に
な
ワ

は
、
♂
H
司
よ
り
も
大
で
あ
り
、
現
在
株
主
に
と
っ
て
、
第
三

者
割
当
・
額
面
発
行
よ
り
も
公
募
発
行
の
ほ
う
が
有
利
で
あ
る
。

ま
た
、

。
十
夫
、
)
司
、
、
〈
(
H
+
昌
)
司

(2S) 
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第四十五巻

な
る
場
合
に
お
い
て
紅
、
司
、
、
〈
ヨ
ー
で
あ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
考

え
ら
れ
応
い
か
ら
、
号
、
W
引
で
し
た
が
っ
て
て
b
w
p
ー
ー
す
な

わ
ち
、
現
在
株
主
に
と
っ
て
公
募
発
行
は
第
三
者
割
当
・
額
面
発

行
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
も
有
利
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

司
ミ
〈
司
と
い
う
こ
と
は
、
公
募
後
の
全
株
数
に
対
す
る
将
来
の

配
当
総
額
が
第
三
者
割
当
発
行
後
の
全
株
数
に
対
す
る
配
当
総
額

の
令
+
夫
、
)
¥
(
H
+
ε
よ
り
も
少
額
に
お
さ
え
ら
れ
る
こ
と
、
い
い

か
え
れ
ば
、
公
募
後
の
一
株
の
将
来
配
当
が
第
三
者
割
当
発
行
後

の
一
株
の
そ
れ
よ
り
も
少
額
に
お
さ
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

会
社
が
こ
の
よ
う
な
方
針
を
と
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
会
社
純
益
が
等
し
く
、
公
募
後
の
全
株
数
(
同
十
a
J
N『
は
第

三
者
割
当
発
行
後
の
全
株
数
合
+
ろ
何
よ
り
も
少
な
く
、
一
株

当
り
純
益
は
前
者
の
揚
合
の
ほ
う
が
大
き
い
の
だ
か
ら
、
前
者
の

一
株
当
り
配
当
は
一
般
的
に
い
っ
て
後
者
の
場
合
よ
り
も
大
き

く
、
そ
う
で
な
い
と
き
で
も
少
な
く
と
も
後
者
の
場
合
に
等
し
い

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
現
在
株
主
の
立
場
か
ら
見
て
、
公
募
発
行

は
一
般
に
第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
よ
り
も
有
利
で
あ
り
、
そ
う

で
な
い
と
き
に
も
こ
れ
と
同
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
、

現
在
株
主
の
立
場
か
ら
各
種
の
新
株
有
償
発
行
の
方
法

を
比
較
し
た
が
、
そ
の
結
論
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(

A

)

株
主
割
当
・
額
面
発
行
が
一
般
に
最
も
有
利
で
あ
る
。

(

C

)

株
主
割
当
・
時
価
発
行
は
、
会
社
の
配
当
政
策
い
か
ん

に
よ
り
、
株
主
割
当
・
額
面
発
行
と
同
等
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
よ
り
不
利
な
こ
と
も
あ
る
。
(
そ
れ
よ
り
有
利
な
こ
と
も
あ
り
う

る
が
、
そ
の
可
能
性
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
)

(

D

)

公
募
発
行
は

(
C
〉
よ
り
も
不
利
で
あ
る
。

(

B

)

第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
は
、
一
般
に
(

D

)

よ
り
も

不
利
で
あ
る
が
、
時
に
は
こ
れ
と
同
等
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。

次
に
、
発
行
会
社
の
立
場
か
ら
、
新
株
有
償
発
行
の
諸
方
法
が

ど
の
よ
う
な
相
違
を
持
づ
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
点
は
、
発

行
会
社
が
何
を
目
途
と
し
て
資
本
調
達
方
法
を
選
択
す
る
か
に
よ

っ
て
、
答
が
異
な
っ
て
く
る
。

第
一

発
行
会
社
が
、

新
株
発
行
後
の
自
己
資
本
に
対
す
る
将

来
の
平
均
年
純
益
の
割
合
が
高
い
こ
と
を
望
む
揚
合
。
(
こ
の
割
合

は
、
将
来
の
年
純
益
の
無
限
系
列
の
割
引
現
価
を
右
の
自
己
資
本
の
額
に

等
し
か
ら
し
め
る
割
引
率
と
し
て
計
算
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
自
己

資
本
に
こ
の
割
合
を
乗
じ
た
も
の
が
、
将
来
の
平
均
年
純
益
と
な
る
わ
け

r〆

490、
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新株の額面発行と時価発行

で
あ
る
o

)

こ
の
場
合
に
は
、
新
株
発
行
に
よ
る
資
本
調
達
額
が
同
じ
で
あ

れ
ば
、
ど
の
新
株
発
行
方
法
を
用
い
て
も
発
行
後
の
自
己
資
本
お

よ
び
将
来
の
平
均
年
純
益
は
等
し
く
な
る
か
ら
、
前
記
の
四
つ
の

方
法
は
す
べ
て
同
等
で
あ
る
。

第
二
発
行
会
社
が
、
新
株
発
行
後
の
資
本
金
に
対
す
る
将
来

の
平
均
年
純
益
の
割
合
が
高
い
こ
と
を
望
む
場
合
。

こ
の
場
合
に
は
、
株
主
割
当
・
時
価
発
行
と
公
募
発
行
と
は
同

等
で
あ
り
、
他
方
、
株
主
割
当
・
額
面
発
行
と
第
三
者
割
当
・
額

面
発
行
と
は
同
等
で
あ
っ
て
、
前
二
者
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
。
な

ぜ
な
ら
、
自
己
資
本
の
増
加
額
が
等
し
い
と
き
、
資
本
金
増
加
額

は
前
二
者
の
ほ
う
が
小
さ
く
、
新
株
発
行
後
の
資
本
金
に
対
す
る

将
来
の
平
均
年
純
益
の
割
合
は
前
二
者
の
ほ
う
が
高
く
な
る
か
ら

で
あ
る
。

こ
こ
で
、
第
一
の
揚
合
と
第
二
の
揚
合
と
で
、
新
株
発
行
に
よ

・
る
資
本
調
達
額
に
ど
の
よ
う
な
相
違
が
出
て
く
る
か
を
考
え
て
み

よ
う
。
既
存
の
自
己
資
本
の
大
き
さ
を
S
と
し
、
新
株
発
行
に
よ

る
自
己
資
本
調
達
額
を
X
(
変
数
)
と
す
る
。
将
来
の
平
均
年
純

益
(
税
引
)
を
Y
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
X
の
函
数
で
あ
る
か
ら

兵
包
と
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
新
株
発
行
後
の
自
己
資
本
に
対

~一一一、必間単語

す
る
将
来
の
平
均
年
純
益
の
割
合
を
R
で
表
わ
せ
ば
、

吋
(
し
門
)

ぬー十し吋

(ロ)
勾
11 

で
あ
り
、
第
一
の
場
合
に
は
こ
れ
を
最
も
大
き
く
す
る
こ
と
が
目

標
と
な
る
。
も
し
も
同
(
し
内
)
が
、
X
の
増
大
に
し
た
が
っ
て
は
じ

め
逓
増
し
た
後
に
逓
減
す
る
と
予
想
さ
れ
る
な
ら
ば
、
勾
(
し
吋
)
を

極
大
に
す
る
X
の
大
き
さ
(
こ
れ
を
五
で
表
わ
す
)
は
プ
ラ
ス
で
あ

り
、
そ
れ
は
切
、
(N)
を
ぜ
ロ
に
し
、
し
た
が
っ
て

可

N 

11 

Cr.ll吋
十 l~

~10 

J

「
凡
W
品

U
J

聞、‘(し同
)
H
勾(し門)

を
み
た
す
X
の
値
で
あ
る
。
第
一
の
場
合
に
は
こ
の
五
ま
で
新
株

発
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
第
二
の
場
合
に
は
、
時
価
発
行
が
望
ま
し
い
の

だ
か
ら
そ
れ
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
新
株
発
行
価
格
を
P

(
額
面

F
プ
ラ
ス
額
面
超
過
金
)
と
し
、
既
存
の
資
本
金
を
K
で
一
不
せ
ば
、

新
株
発
行
後
の
資
本
金
に
対
す
る
将
来
の
平
均
年
純
益
の
割
合

k
t
、

R
h
 

(
H

∞) 
回
同
11 

M
1
(
し
門
)
匂

同
十

l
M
l
N

と
な
り
、
こ
れ
を
最
も
大
き
く
す
る
こ
と
が
目
標
と
な
る
。
も
し

491 



第五号

も
同
月
間
八
し
門
)
が
、

X
の
増
大
に
し
た
が
っ
て
は
じ
め
逓
増
し
た
後

に
逓
減
す
る
と
予
想
さ
れ
る
な
ら
ば
、
同
同
門
(
し
吋
)
を
極
大
に
す
る
X

の
値
(
こ
れ
を
お
で
表
わ
す
)
は
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
そ
れ
は
勾
旬
、
(
し
吋
)

を
ゼ
ロ
に
し
、
し
た
が
っ
て

第四十五巻

同
廿
I
町
l
吋
(
阿
)

N
-

M
ミ
(
L
H
J
H
J
ν

中旬同門(し吋)

州、

λ
h門
)
H

句

同門
+
J
M
;
L門

A
U
m
w
守

一橋論叢

を
み
た
す
X
の
値
で
あ
る
。
第
二
の
場
合
に
は
こ
の
五
ま
で
新
株

発
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
の
場
合
の
自
己
資
本
調
達
額
五
と
第
二
の
場
合
の
五
と
の

ど
ち
ら
が
大
き
い
か
と
い
う
と
、

S
と
K
の
相
対
的
大
き
さ
い
か

ん
に
よ
り
答
は
異
な
っ
て
く
る
。
も
し
も
S
が
K
の
N
V
¥

吋
倍
よ
り

も
大
き
い
と
す
れ
ば
、
同
(
担
曲
線
は

hp(同
)
曲
線
の
下
方

に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
マ
(
九
円
)
曲
線
と
の
交
点
は
前
者

の
ほ
う
が
右
方
と
な
り
、
五
は
v
内
よ
り
も
大
と
な
る
。
逆
に
、

s

d
A
の
ミ
倍
よ
り
も
小
さ
い
と
す
れ
ば
、
同
(
♂
曲
線
は

J
川
!
勾
』
円
(
九
円
)
曲
線
の
上
方
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
ぷ
は
お
よ

り
も
小
と
な
る
。
ま
た
、

S
が
K
の
迫
、
倍
に
等
し
い
と
す
れ

ば
、
上
記
両
曲
線
は
一
致
し
、
五
と
v
引
は
等
し
い
こ
と
に
な
る
。

第
三
基
本
的
に
は
第
一
の
場
合
と
同
様
に
R
の
最
大
を
目
ざ

し
、
副
次
的
に
現
在
株
主
の
立
場
を
考
慮
す
る
揚
合
。

こ
の
場
合
に
は
、
基
本
的
に
は
ど
の
新
株
発
行
方
法
も
同
等
な

の
で
あ
る
か
ら
、
現
在
株
主
の
立
場
に
よ
っ
て
順
位
が
き
め
ら

れ
、
株
主
割
当
・
額
面
発
行
(
現
在
株
主
に
と
っ
て
そ
れ
と
同
等
で
あ

る
株
主
割
当
・
時
価
発
行
を
含
む

l
|以
下
同
様
)
ま
た
は
現
在
株
主

に
と
っ
て
そ
れ
よ
り
有
利
な
株
主
割
当
・
時
価
発
行
が
最
も
望
ま

し
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ど
ち
ら
か
の
方
、
法
に
よ
り
ぶ
だ
け
の

自
己
資
本
調
達
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
四
基
本
的
に
は
第
二
の
場
合
の
よ
う
に

h
の
最
大
を
目
ざ

し
、
副
次
的
に
現
在
株
主
の
立
場
を
考
慮
す
る
場
合
。

こ
の
場
合
に
は
、
基
本
的
に
は
額
面
発
行
よ
り
も
時
価
発
行
の

ほ
う
が
望
ま
し
く
、
現
在
株
主
の
立
揚
を
副
次
的
に
考
慮
す
れ

ば
、
株
主
割
当
・
時
価
発
行
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
こ
の
方
法
に
よ
り
五
だ
け
の
自
己
資
本
調
達
が
お
こ
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
(
資
本
金
増
加
額
は
↓
い
お
と
な
る
O

)

第
五
発
行
会
社
が
《
既
存
自
己
資
本
プ
ラ
ス
現
在
株
主
の
割

当
新
株
払
込
金
額
》
に
対
す
る
《
現
在
株
主
に
帰
属
す
べ
き
将
来

の
平
均
年
純
益
》
の
割
合
の
大
な
る
こ
と
を
望
む

l
ー
そ
の
よ
う

な
形
で
は
じ
め
か
ら
現
在
株
主
の
利
益
を
考
慮
す
る
ー
ー
ー
場
合
。

〆
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右
の
割
合
は
、
株
主
割
当
・
額
面
発
行
お
よ
び
株
主
割
当
・
時

価
発
行
に
あ
っ
て
は
、

同
11 

C!:ll吋
十 I~I~ ~IO 

で
あ
り
、

L
だ
け
の
自
己
資
本
調
達
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
二

つ
の
方
法
は
同
等
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
に
お
け
る
右
の
割
合

を
h
と
す
れ
ば
、

(
H唱
)

阿
国

11 

同

十[句
、 I~

し
同
(
し
吋
)

ぬ

新株の額面発行と時価発行

同(し門)
h
u
 

めー十

I
l
i
-
-
N

旬
、

い
ま
問
題
に
し
て
い
る
情
況
に
お
い
て
は
既
発
行
株
式

額
面
総
額
即
は
自
己
資
本
S
よ
り
も
小
さ
い
と
考
え
て
よ
い
か

ら
、
同
じ
X
の
値
に
対
し
て
口
刊
は
R
よ
り
も
づ
ね
に
小
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
こ
の
揚
合
に
は
第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
よ
り
も
株
主

割
当
発
行
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

x

の
あ
る
プ
ラ
ス
の
僅
(
ゐ
)
に
お
い
て

h
が
最
大
に
な
る
と
す
れ

ば
、
こ
の
ゐ
は
と
、
(
し
円
)
を
ゼ
ロ
に
す
る
、
し
た
が
っ
て

で
あ
り
、

、 v

，-ιム止に

可

N 
11 

~I 吋
¥C]lr¥ 

+I~ 
~I'--' 

を
み
た
す
X
の
値
で
あ
る
が
、
こ
の
右
辺
を
横
軸
X
と
し
て
描
い

た
曲
線
は
同
(
し
門
)
曲
線
の
上
方
に
位
置
す
る
か
ら
、
ゐ
は

L
よ
り

も
小
で
あ
る
。

最
後
に
、
公
募
発
行
に
お
け
る
上
記
の
割
合
を
ゐ
と
す
れ
ば
、

3

H

『
州
、
(
し
門
)

i

l

-

-

t

N

h

山

同

+
J川
l

h

N
》

(
N
C
)
 

c。
+ 

~I ∞ 15 
N 

公
募
発
行
と
株
主
割
当
発
行
と
の
い
ず
れ
が
望
ま
し
い

か
に
つ
い
て
は
、
公
募
価
格
ゐ
と
既
発
行
株
式
一
株
当
り
の
自
己

資
本
辺
見
と
の
相
対
的
大
き
さ
い
か
ん
に
よ
っ
て
答
が
異
な
っ

て
く
る
。
も
し
も
九
が
め
¥
同
よ
り
も
大
き
け
れ
ば
、
同
じ
X
の
値

に
対
し
D

仰
は
つ
ね
に
R
よ
り
も
大
と
な
り
、
公
募
発
行
の
ほ
う
が

望
ま
し
い
こ
と
に
な
る
。
ん
が
宅
周
よ
り
も
小
さ
け
れ
ば
道
に

株
主
割
当
発
行
の
ほ
う
が
望
ま
し
く
、
た
ま
た
ま
ん
と
め
¥
匂
が
等

し
け
れ
ば
い
ず
れ
の
方
法
も
同
等
で
あ
る
。
な
お
、
D

叩が
X
の
あ

る
プ
ラ
ス
の
値
(
ゐ
)
に
お
い
て
最
大
に
な
る
と
す
れ
ば
、

で
あ
る
。
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v
仰
は
同
町
、
(
し
内
)
を
ゼ
ロ
に
す
る
、
し
た
が
っ
て

第五号

ト可
〆目、

N 、../
11 

自|貝
+I ，~ 
~I-

第四十五巻

を
満
足
す
る
X
の
値
で
あ
る
が
、
こ
の
式
の
右
辺
を
横
軸
X
と
し

て
描
い
た
曲
線
は
、
も
し
N
u
b
v
h
叫
¥
同
な
ら
ば
R
曲
線
の
下
方
に
位

置
す
る
か
ら
、
ゐ
は

L
よ
り
も
大
と
な
り
、
そ
の
逆
な
ら
ば
ゐ
は

五
よ
り
も
小
と
な
り
、
た
ま
た
ま

N
u
b
H
ぬ
¥
同
で
あ
る
な
ら
ば
両
曲

線
は
一
致
し
て
ゐ
と
五
は
等
し
く
な
る
。

第
六
発
行
会
社
の
経
営
者
が
、
も
し
も
新
株
発
行
を
お
こ
な

わ
な
い
と
し
た
な
ら
ば
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
将
来
の
平
均
年
純
益

(
税
引
)
を
貝
S
と
予
想
し
、
そ
の
妥
当
と
考
え
る
配
当
政
策

に
よ
れ
ば
貝
。
)
か
ら
支
払
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
一
株
当
り
の
年
配

当
が
品
と
な
る
(
配
当
総
額
が
h
b
。
に
な
る
)
と
予
想
し
て
い
る

も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
新
株
発
行
を
お
こ
な
う
に
ワ
い
て
は
、

公
募
発
行
お
よ
び
第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
に
あ
っ
て
は
、
新
株

発
行
後
の
一
株
に
対
し
て
少
な
く
と
も
品
の
配
当
を
維
持
し
た
い

と
考
え
、
そ
の
分
を
超
過
す
る
税
引
年
純
益
を
で
き
る
だ
け
大
き

く
す
る
こ
と
を
望
み
、
ま
た
株
主
割
当
・
額
面
発
行
お
よ
び
株
主

割
当
・
時
価
発
行
に
あ
っ
て
は
、
経
営
者
が
自
社
株
式
に
つ
い
て

妥
当
と
考
え
る
配
当
利
回
り
(
こ
れ
を

U
で
表
わ
す
)
に
も
と
づ
い

〆4

て
、
新
株
発
行
後
の
全
株
数
に
対
し
少
く
と
も
〔

NS。
+
喧
し
吋
〕
の

配
当
総
額
を
維
持
し
た
い
と
考
え
、
そ
の
分
を
超
過
す
る
税
引
年

純
益
を
で
き
る
だ
け
大
き
く
す
る
こ
と
を
望
む
も
の
と
す
る
。

こ
の
揚
合
に
は
、
公
募
発
行
(
発
行
価
格
九
と
す
る
)
を
お
こ
な

う
に
つ
い
て
は
、
新
株
発
行
後
に
お
い
て
維
持
さ
れ
る
べ
き
最
低

凶吋

の
配
当
支
払
総
額
は
〔
」

g。
+
l
l
b
乙
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
分
を

、b

超
過
す
る
税
引
年
純
益
ゐ
は
、

思

H
5
1
5
0
l
h同
ド

』

》

で
あ
る
。
い
ま
、
税
込
み
の
年
純
益
G
に
対
す
る
課
税
率
t
が、

G
の
大
小
に
か
か
わ
り
な
く
一
定
の
値
を
と
る
も
の
と
す
れ
ば
、

吋

(
N
)
U
Q
1
3
只
同
)
で
あ
る
か
ら
、

(
N
H〉

P
A
H
-
h
)
G
Q
)
|旨
)
C

ー内円
N

h
h
u
w
 

で
あ
る
。
も
し
も
X
の
あ
る
プ
ラ
ス
の
値
ん
に
お
い
て
み
が
最
大

に
な
る
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
ゐ
は
、

h
p、
(
し
門
)
を
ゼ
ロ
に
し
、

し
た
が
っ
て

G 

N 

~IÞ 

を
満
足
す
る
X
の
値
で
あ
る
。
こ
の
式
の
右
辺
は
、

い
ま
の
揚
合
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の
公
募
発
行
の
資
金
コ
ス
ト
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ

こ
で
、
X
の
プ
ラ
ス
の
値
ん
に
お
い
て
ゐ
が
最
大
に
な
る
と
い
う

こ
と
は
、

X
が
。
似
し
円
八
h
C
の
範
囲
内
に
あ
る
と
き
に
は

H

U

P

 

Q
Q
)
V
I
l
l
i
-
ー
ト

H
l円
、

匂

で
あ
り
、

N
V
N且
の
範
囲
に
お
い
て
は

日

F

同
い
「

。、(し門)〈

I
l
l
-
ーレド

凶
作
、
b

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
に
あ
っ
て
は
、
新
株

発
行
後
に
お
い
て
維
持
さ
れ
る
べ
き
最
低
の
配
当
支
払
総
額
は

旬吋

〔
Nge+J町
l
b
o
〕

こ

の

分

を

超

過

す

る

税

引

年

純

益
み
は
、

で
あ
る
か
ら
、

(NN) 
N
O
H
(
H
1
3
C
8
1
5
ー
山
V
N

で
あ
る
。
も
し
も
X
の
あ
る
プ
ラ
ス
の
値
ゐ
に
お
い
て
み
が
最
大

に
な
る
な
ら
ば
、
こ
の
ゐ
は
、

hp、
(
し
同
)
を
ゼ
ロ
に
し
、
し
た
が
っ

て、を
満
足
す
る
X
の
値
で
あ
る
。
こ
の
式
の
右
辺
は
、
こ
の
揚
合
の

主ム当盛

第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
の
資
金
コ
ス
ト
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
資
金
コ
ス
ト
を
公
募
発
行
の
資
金
コ
ス
ト

と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
公
募
の
資
金
コ
ス
ト
の
ほ
う
が

低
く
、
ゐ
は
ゐ
よ
り
も
大
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
揚
合
、
第

三
者
割
当
・
額
面
発
行
よ
り
も
公
募
発
行
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
。

次
に
、
株
主
割
当
・
額
面
発
行
お
よ
び
株
主
割
当
・
時
価
発
行

に
よ
る
と
き
は
、
新
株
発
行
後
に
お
い
て
維
持
さ
れ
る
べ
き
最
低

の
配
当
支
払
総
額
は
前
述
の
と
お
り
〔
同
P
+
q
N〕
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
分
を
超
過
す
る
税
引
年
純
益
み
は
、

(
N
3
h
p
H
Q
1
3
Q
(
し門〉
l
N『
NVO|培
N

で
あ
る
。
も
し
も
X
の
あ
る
プ
ラ
ス
の
値
ん
に
お
い
て
み
が
最
大

こ
の

L
は、

N
旬
、
(
し
門
)
を
ゼ
ロ
に
し
、
し
た
が
っ

と
な
る
な
ら
ば
、

て

門
川
、
(
し
内

)
H
I
h
-
-

同

l
叫

を
満
足
す
る
X
の
値
で
あ
る
。
こ
の
式
の
右
辺
は
、
い
ま
の
揚
合

の
株
主
割
当
発
行
の
資
金
コ
ス
ト
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
株
主
割
当
発
行
の
資
金
コ
ス
ト
を
公
募
発
行
の
資
金
コ
ス
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第五号

ト
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、

b
c
¥
~
u
b
(
こ
れ
を
公
募
新
株
配
当
利
回
り
と

呼
ん
で
よ
い
で
あ
ろ
う
)
と

F
と
の
相
対
的
大
き
さ
い
か
ん
に
よ
っ

て
、
結
論
が
次
の
三
つ
に
分
か
れ
る
。

付
も
し
も
同
)
。
¥
M
u
b

が
U
よ
り
も
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
株
主

割
当
発
行
の
資
金
コ
ス
ト
の
ほ
う
が
低
く
な
り
、
お
は
ん
よ
り

も
大
と
な
る
。

同
逆
に
同
)
。
百
b

が
U
よ
り
も
小
で
あ
れ
ば
、
公
募
発
行
の

資
金
コ
ス
ト
の
ほ
う
が
低
く
な
り
、
ゐ
は
お
よ
り
も
大
と
な
る
。

同

b
c
¥
N
v
b

と
U
と
が
等
し
け
れ
ば
、
資
金
コ
ス
ト
は
ど
ち

ら
も
等
し
く
な
り
、
ん
と
ん
も
等
し
い
こ
と
に
な
る
。

一橋論叢

と
こ
ろ
で
、

b
o
 M
W
E
 

叫
引
N
匂

と
い
う
こ
と
は
、

b
D
 
lL'州
、
匂

日
『

と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
左
辺
の
担
誌
は
、
新
株
発
行

を
お
こ
な
わ
な
い
と
し
た
と
き
に
既
存
の
一
株
に
つ
い
て
経
営
者

が
妥
当
だ
と
考
え
る
価
格
、
な
い
し
は
、
会
社
が
公
募
発
行
後
の

一
株
に
対
し
て
平
均
年
配
当
品
を
支
払
う
と
し
た
と
き
に
そ
の
一

~ 

株
に
つ
い
て
経
営
者
が
妥
当
だ
と
考
え
る
価
格
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
右
辺
の
公
募
価
格
九
は
、
前
述
の
よ
う
に
F
』

F
(た
だ
し

h
は
、
公
募
発
行
以
前
の
一
株
に
つ
い
て
の
公
募
を
見
込
ん
だ
市
場
価
格
)

で
あ
る
か
ら
、
証
券
投
資
者
や
投
機
者
た
ち
の
予
想
が
ぬ
を
主
¥
世

以
下
に
と
ど
め
る
よ
う
な
状
態
に
あ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
た
と
え
ぬ
を
旦
¥
培
よ
り
も
高
か
ら
し
め
る
よ
う
な
市
況
で

あ
っ
て
も
早
足
且
(
こ
れ
は
ぬ
よ
り
も
小
で
あ
る
)
が
旦
注
よ
り
小
で

あ
る
限
り
、
前
記
の
結
論
付
が
妥
当
し
、
株
主
割
当
発
行
の
ほ
う

が
望
ま
し
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
も
し
も
証
券
投
資
者

や
投
機
者
た
ち
の
予
想
が
ぬ
を
旦
¥
噌
の
ご
守
よ
り
も
高
か
ら
し

め
る
よ
う
な
状
況
に
あ
る
と
き
は
、
前
記
の
結
論
同
が
妥
当
し
、

公
募
発
行
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
た
ま
た
ま

F
』

P
が
旦
¥
也
に
一
致
す
る
よ
う
な
市
況
に
お
い
て
は
前
記
の
結

論
同
が
妥
当
し
、
株
主
割
当
発
行
と
公
募
発
行
と
は
同
等
に
望
ま

し
い
こ
と
に
な
る
。

な
お
一
言
つ
け
加
え
れ
ば
、
こ
の
第
六
の
場
合
に
、
公
募
発
行

お
よ
び
第
三
者
割
当
・
額
面
発
行
を
お
こ
な
う
に
つ
い
て
、
発
行

会
社
が
新
株
発
行
後
の
一
株
に
対
し
少
な
く
と
も
品
の
配
当
を
維

持
し
た
い
と
考
え
る
理
由
は
、
新
株
発
行
に
よ
っ
て
現
在
株
主
の

利
益
を
現
状
よ
り
も
悪
化
さ
せ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
り
、

/ 
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旬、

(33 ) 新株の額面発行と時価発行

そ
の
よ
う
な
意
味
で
現
在
株
主
の
利
益
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
ま
た
株
主
割
当
発
行
に
お
い
て
、
発
行
会
社
が
新
株
発

行
後
の
配
当
支
払
総
額
を
少
な
く
と
も
〔
見
P
+
q
N〕
に
維
持
し

た
い
と
考
え
る
理
由
は
、
新
株
発
行
を
お
こ
な
わ
な
い
と
き
に
も

支
払
う
は
ず
の
配
当
総
額
叫
を
確
保
し
、
さ
ら
に
現
在
株
主
が
新

た
に
払
い
込
む
金
額
X
に
対
し
て
経
営
者
が
報
い
る
べ
き
だ
と
考

え
る
配
当
総
額
ば
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
意
味

に
お
い
て
や
は
り
、
現
在
株
主
の
利
益
を
現
状
よ
り
も
悪
化
さ
せ

る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
意
図
す
る
か
ら
で
あ
る
。

第
七
基
本
的
に
は
第
五
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
て
、
副
次
的

に
こ
で
述
べ
た
現
在
株
主
の
立
場
を
考
慮
す
る
場
合
。

こ
の
場
合
に
は
、
公
募
価
格
ゐ
と
既
発
行
株
式
一
株
当
り
の
既

存
自
己
資
本
々
見
と
の
相
対
的
大
き
さ
い
か
ん
に
よ
り
、
~
u
b川肌

h
q
N
『
な
ら
ば
、
株
主
割
当
・
額
面
発
行
(
ま
た
は
現
在
株
主
の
立
揚

か
ら
見
て
そ
れ
よ
り
も
有
利
な
株
主
割
当
・
時
価
発
行
)
が
最
も
望
ま

し
く
、
~
u
b
v
h
w
¥
匂
な
ら
ば
公
募
発
行
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
に
な

る。第
1¥ 

基
本
的
に
は
第
六
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
て
、
副
次
的

に
ニ
で
述
べ
た
現
在
株
主
の
立
場
を
考
慮
す
る
場
合
。

こ
の
揚
合
に
は
、
公
募
新
株
配
当
利
回
り
b
c
¥
N
v
b
と
経
営
者

が
自
社
株
式
に
つ
い
て
妥
当
と
考
え
る
配
当
利
回
り

y
と
の
相
対

的
大
き
さ
い
か
ん
に
よ
っ
て
、
同
)
C
¥

可
b
w
?
な
ら
ば
株
主
割
当
・
額

面
発
行
(
ま
た
は
現
在
株
主
の
立
場
か
ら
見
て
そ
れ
よ
り
有
利
な
株
主
割

当
・
時
価
発
行
)
が
最
も
望
ま
し
く
、
b
c
¥
N
v
b
八
?
な
ら
ば
公
募
発

行
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
発
行
会
社
の
立
場
か
ら
、
資
本
調
達
方
法
を
選
択
す
る

基
準
に
つ
い
て
若
干
の
場
合
を
と
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に

つ
い
て
新
株
有
償
発
行
の
諸
方
法
を
比
較
し
て
き
た
。
資
本
調
達

方
法
を
選
択
す
る
基
準
と
し
て
は
以
上
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
考

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
以
上
に
考
察
し
た
範
囲
内
に

お
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
基
準
を
と
る
か
に
よ
り
、
ま
た
状
況
に

応
じ
て
、
結
論
が
分
か
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
発
行
会

社
の
立
場
か
ら
見
て
同
等
で
あ
る
方
法
に
は
、
副
次
的
に
こ
で
述

べ
た
現
在
株
主
の
立
場
に
し
た
が
っ
て
順
位
を
つ
け
る
こ
と
に
す

れ
ば
、
上
記
の
第
三
の
場
合
に
は
、
株
主
割
当
・
額
面
発
行
(
ま

た
は
現
在
株
主
の
立
場
か
ら
見
て
そ
れ
よ
り
も
有
利
な
株
主
割
当
・
時
価

発
行
〉
が
最
も
望
ま
し
く
、
第
四
の
揚
合
に
は
株
主
割
当
・
時
価

発
行
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
に
な
り
、
ま
た
第
七
の
揚
合
に
は
、

D7mと
の
関
係
い
か
ん
に
よ
り
、
株
主
割
当
・
額
面
発
行
(
ま
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た
は
現
在
株
主
の
立
場
か
ら
見
て
そ
れ
よ
り
有
利
な
株
主
割
当
・
時
価
発

行
)
が
最
も
望
ま
し
い
情
況
も
あ
り
、
公
募
発
行
が
最
も
望
ま
し

い
情
況
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
結
論
が
分
か
れ
、
第
八
の
場
合
に

は、

b
o
¥
N
u
b

と
引
と
の
関
係
い
か
ん
に
よ
り
、
第
七
の
場
合
と
同

じ
形
に
結
論
が
分
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

発
行
会
社
の
立
場
か
ら
見
て
最
も
望
ま
し
い
新
株
有
償
発
行
の

方
法
と
、
現
在
株
主
の
立
場
か
ら
見
た
そ
れ
と
を
対
比
し
て
み
る

と
、
第
三
の
場
合
、
第
七
の
場
合
に
お
い
て
吋
b
M
川
辺
匂
な
る
と

き
、
お
よ
び
第
八
の
場
合
に
お
い
て

b
c
¥
N
u
b
w
見
な
る
と
き
に
は

両
者
が
一
致
す
る
が
、
第
四
の
若
干
の
場
合
、
第
七
の
揚
合
に

お
い
て
、
b
V
辺
見
な
る
と
き
、
お
よ
び
第
八
の
揚
合
に
お
い
て

P
百
匂
〈
噌
な
る
と
き
に
は
両
者
が
食
い
違
う
こ
と
に
な
る
。

従
来
わ
が
国
で
は
会
社
の
新
株
発
行
に
つ
い
て
株
主
割
当
・
額

面
発
行
が
一
般
原
則
と
さ
れ
て
お
り
、
公
募
発
行
が
こ
れ
と
併
用

さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
そ
の
件
数
は
比
較
的
少
な
く
、
ま
た
そ

の
規
模
も
相
対
的
に
小
さ
い
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
最
近
に
な
っ
て
、
こ
の
原
則
を
後
退
さ
せ
る
よ
う
な
動
き
が

出
て
き
た
。
そ
れ
は
、
依
然
と
し
て
株
主
割
当
・
額
面
発
行
と
併

用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
相
当
大
幅
な
公
募
を
お
こ

4 

な
う
会
社
が
最
近
急
速
に
ふ
え
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を

め
ぐ
っ
て
、
一
方
で
は
、
株
主
割
当
・
額
面
発
行
を
望
ま
し
い
も

の
と
し
、
公
募
発
行
を
な
る
べ
く
お
さ
え
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る

人
々
が
あ
り
、
他
方
で
は
、
時
価
発
行
(
と
く
に
公
募
発
行
〉
を
望

ま
し
い
も
の
と
し
、
原
則
を
し
だ
い
に
切
り
換
え
て
い
く
べ
き
だ

と
主
張
す
る
人
々
が
あ
っ
て
、
二
様
の
意
見
が
対
立
し
て
い
る
。

前
者
は
現
在
株
主
の
立
場
な
い
し
は
証
券
投
資
者
の
立
場
に
立
っ

た
意
見
で
あ
り
、
後
者
は
発
行
会
社
の
立
場
な
い
し
は
資
本
調
達

の
観
点
に
立
っ
た
主
張
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
理
論
的
根
拠
に
つ

い
て
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
発
行
会
社
の
立
場
と
現
在
株
主
の
立
場
と
の

聞
に
意
見
の
対
立
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
発
行
会
社
の
立
場
が

(
外
資
導
入
上
の
便
宜
と
い
う
こ
と
も
部
分
的
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い

る
だ
ろ
う
が
、
主
た
る
考
慮
と
し
て
は
)
上
記
の
第
四
の
若
干
の
場

合
、
第
七
の
場
合
に
お
い
て
M
M
匂
帆
宅
同
な
る
場
合
、
第
八
の
場

合
に
お
い
て

b
o
¥
N
u
b
w
世
な
る
揚
合
、
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
様
の

結
論
に
導
く
よ
う
な
そ
の
他
の
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
示

唆
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
(
一
九
六
一
・
一
・
一
四
)

(
一
橋
大
学
助
教
授
)
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